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　　　　　　　　　　　「コーディネーター」       
特定非営利活動法人 栃木DARC 

代表理事　栗坪千明 

栃木DARC News Letter

今年の年明けは能登地震という大災害で
幕を開けました。被災地の方たちは大変な
思いをしていることと思います。そして先
月末には東北、上越、北陸新幹線が終日運
休というこれまでにない架線トラブルが発
生しました。また年末に発覚した政治と金
の問題や円安など日本というシステムが劣
化したのではないかと思わせられる出来事
が次々起きています。 
依存症対策は少しずつですが、良くなっ
てきていると思いますが、毎度言っている
ことですが、早期介入の取り組みがなかな
か進みません。他の先進国などにはあるダ
イバージョン（非刑罰的介入）やドラッグ
コート（薬物裁判所）というシステムが日
本にはない中でどのような方策があるのか
検討していく必要があると思います。 
依存症の回復支援には様々な役割が必要
です。相談支援は家族と本人があるし、併
存障害には医療的支援も必要だし、またダ
ルクのような社会復帰支援も必要です。中
でも早期介入に欠かせないのはコーディ
ネーターだと思います。目の前に現れた人
に今一番必要な支援は何かを見極めニーズ
にあった支援機関に繋げる役割です。この
コーディネートがうまく機能していないの
が現状だと思います。それでもアルコール
とギャンブルには健康障害対策基本法がと
いう連携がしやすくなる法律があります。
ですが薬物だけはありません。薬物は違法
なものがあるので作りにくいのかもしれま

せんが、連携という面においてこの法があ
るのとないのではずいぶんな違いがあると
思います。 
ダメ絶対運動の成果だと思いますが、日
本は他の先進国と比べ国民の違法薬物の生
涯経験率は圧倒的に低い数字で、欧米の４
０％以上と比較すると日本は３％未満と圧
倒的に少ないのです。これは喜ぶべきこと
だとは思いますが、よくよく考えると１０
０人いたらそのうちの２～３人は経験して
いるということです。日本の人口１億２４
００万人のうち３００万人と考えると少な
い数字ではありません。おおよそ茨城県の
人口くらいです。そのうちどのくらいの人
が依存症になるのかは計り知れませんが、
早期介入がされずに回復困難な状態まで
放っておくのは、少子高齢化により人口が
減少している日本において、貴重な人的資
源の損失だと思います。特に市販薬、精神
薬、ゲーム依存などで若い層の社会参加が
減少するのは痛いことです。 
明るいニュースとして栃木県では行政民
間の垣根を越えて様々な依存症関係機関が
集まり県依存症対策推進計画を策定してい
ます。これが薬物関連基本法の代わりとし
て機能していけば良いなと期待していま
す。 
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栃木DARCの事業 
栃木DARCの事業の多く
は、委託または助成を受
けた形が多く、一般社会
に向けての特定非営利事
業と施設事業を行なって
います。 
特定非営利事業は、一次
予防としての乱用防止、
二次予防の再乱用防止を
多く含み、施設事業は、
三次予防以降となる依存
症からの回復のための場
所とプログラムの提供を
行なっています。依存症
本人が誰かに薬物を勧め
ることで薬物問題が広が
るリスクを考えると、こ
れも乱用防止の一環であ
ると言えるでしょう。
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暦の上では春ですが、まだまだ寒い日が
続きますね。皆様いかがお過ごしでしょ
うか？ 
 私は２月で栃木DARCに入職して、早い
もので１年と２ヶ月経ちました。お陰様
で皆様に支えて頂きながら、充実した
日々を過ごしています。ありがたい限りで
す。今回のニュースレターは、栃木DARC
で過ごす日々の一コマについて書かせて
頂きます。 
栃木DARCで過ごす時間の中で、私が特
に「好きだなぁー」と感じる場面があり
ます。それはNAの締めになる、「平安の
祈り」を皆が手を繋いで行う儀式です。そ
して同時に「好きだけどちょっと寂し
い」場面でもあります。 
 というのも、私自身はNAで発言できな
いのです。ご存知の方も多いかと思います
が、依存症当事者でない者は、NAに発言
も献金もできない。見学者としての参加の
み許されています。ですので平安の祈りに
関しても、私はNAで発言自体できない訳
ですから、唱えることもできないと解釈
し、私はいつも一歩離れた場所から、皆
が手を繋いで平安の祈りを唱える様子を
見ています。なので、ちょっと寂しいので
す。 
 皆が唱える平安の祈りを見ていると、学
生時代に団体戦でやっていた円陣を思い
出します。私は学生時代空手道部でした。
試合前のプレッシャーを皆それぞれ抱え
て、ぶっちゃけ不安だ、でも勝ちたい！
そんな気持ちを一つにして、全員が肩を
組んで「勝つぞ！おー！」とやるあれで
す。皆が一つになる瞬間ですね。私は仲間
と組む円陣が好きでした。 
NAを見学していると、平安の祈りを通じ
て「この先不安はあるけれども、今日だ

けを頑張ろうぜ！おー！」と皆が一つなっ
ているように感じます。見ていて、「好き
だなぁー、輪に入れないのちょっと寂し
いけど」と感じる場面なのです。 
 話は変わりますが、私には二人の息子が
いて、二人とも空手を習っています。地元
の名門道場に入ることが出来て、二人と
も幼稚園から頑張っています。次男は幼児
でまだまだですが、長男は日本一を目指
しています。当然ながら空手中心の生活。
道場の練習は日曜日を除く毎日で、日曜
日は試合か遠征です。自宅のガレージで朝
練、夜は道場の練習、試合の無い日は自
主練、朝から晩まで空手漬けです。現役時
代の私の何倍も頑張っています。長男は昨
年、小四組手で栃木県のチャンピオンに
もなり、栃木県代表で夏に全国大会に出
ました。 
結果は三回戦敗退。日本一になるには
心・技・体が、何もかも足りないことが
明確になりましたが、それでも日本一を
目指し日々努力しています。 
こんな日々を送っていると、時に惨めで残
酷な負け方をすることもあります。勝負の
世界ですからね。良いことが１割、苦労
が９割です。最近長男が負けた時、落ち込
んだ時にはこの話をよくします。 
「この負けの結果は変えられないから、
泣かないで、不貞腐れないで、落ち着いて
受け入れよう。勝つために俺たちには何
が足りなかったのか、変えていけることは
勇気を持って変えていこう。もう変えられ
ない事と、これから変えていける事を見分
けよう。」 
どこかで聞いた言葉ですね（笑）。平安
の祈りは私たちの空手にも良い影響を与え
てくれています。 

「平安の祈り」 
                                                             栃木DARC ２nd Stage Center   

サービス管理責任者　新井智也 
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1st Stage 
～導入～ 

1st StageCenterでは、
回復初期に、生活習慣の
改善と健康的な肉体を取
り戻す事に主眼をおき、
規則正しい生活を目的と
しています。グループ
ワークや学習型のプログ
ラムは少なくして、その
分、作業やスポーツなど
の体験型のものを多く取
り入れて、使わない生活
に楽しみが感じられるこ
とに重きを置いていま
す。依存症者は充実感、
安定感、所属感を取り戻
す必要があり、この三つ
をできるだけ効率よく感
じられるようにプログラ
ムは組まれています。 

　時下益々御清祥の段、大家至極に存じあ
げます。陳者私が栃木ダルクと繋がる前の
話をしたいと思います。私は昨年の１０月
２０日に来ましたが、その前は静岡県の三
島に居ました。１２年前位ある所に所属し
ていました。私は２８歳で初めて刑務所に
行きましたが、その後娑婆が一年持たず、
出たり入ったりを繰り返し、八回の懲役に
行っております。三島の仲間と呼んでいた
人達に、刑務所に入る度に、私の荷物を一
切合切持って行かれました。現金や服やＣ
Ｄ、家具や家電や原付バイク等、何から何
迄全部です。それから資格証も全部売られ
ました。その上、私はこの仲間と呼んでい
た人達と離れようとして、コンビニのバイ
トに行っていて、後少しで正社員になるこ
と言われており、本社の研修迄行っていた
のにこれを駄目にされました。その上更
に、私のことを面白おかしく、あることな
い事SNSにアップされ、それが原因とな
り、私の母が令和2年4月9日に自殺してし
まったのです。連中は、私が困っていても
一切手を差しのべる事も、声を御けてくれ
ることもなく、自分たちの都合や体がかか
る事も私に押し付けてきました。私はその
為生活して行く事が出来なくなりました。
それで静岡ダルクへ相談したところ、栃木
ダルクへ繋がりました。私は今迄刑務所ば
かりの生活でしたが、施設に繋がりました
ので、どうにか1年の壁を破れそうです。
私は今迄の人生で苦難つずきでしたが、こ
こ迄人生を目茶苦茶にされたのは初めてで
した。私は三島にて一生懸命やっていたの
です。家族も持たず、彼女も作らず、自分
の時間もほとんどないのに文句一つ言うこ
となく所属していた所の為必死で頑張った

のです。それが私の大事な母の命を奪われ
たのです。私は今でも連中を絶対に許すこ
とが出来ません。こんな所に12年と言う歳
月を捧げてしまい、本当に無駄な年月を過
ごしてしまいました。私の事を面白おかし
くＳＮＳに迄アップされ、全世界へ発信さ
れてしまいましたので、本当に取返しがつ
かなくなれました。小学生にＳＮＳの人だ
と指を差されたり、若い女の子に笑われた
り、怖がって逃げられたりと本当に三島で
は恥をかかされました。この様な本当のど
ん底は、後にも先にもないかと思います。
栃木ダルクへ繋がり、やっとこの悪夢から
脱出出来ました。今後の人生を立て直す為
にも、一瞬一年を無駄にせず、日々精進し
て行きたく存じ上げます。これからはプロ
グラムを一生懸命やり、色々と頑張って行
きたいと思います。どこかで私を見かける
ことがありましたら、声でも掛けて頂きま
すと、幸甚の至りに存じます。皆々様もそ
れぞれの問題があるかと存じますが、私の
様な者でも頑張っています故、あきらめず
に頑張って下さい。それでは皆々様の御健
勝と御多幸を忠心より、祈念いたします。
何卒ご自愛下さい。乱筆乱文、数々のご無
礼非礼があるかと存じますが、浅学菲才の
為、ご海容願います。では擱筆致します。 

　　　「苦難の人生」 
                                             依存症のまぁちゃん 
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　新年あけましておめでとうございま
す。寒い日が続く中皆様におかれまして
はいかがお過ごしでしょうか。野木２ｓ
ｃ来て3か月、ようやく野木の施設にも
なれ、新しい仲間にも仲良くしてもら
い、最近ですが心穏やかな生活を送れる
様になりました。皆様今年もよろしくお
願いします。改めましてアルコール依存
症のテラチンです。ニュースレターを書
くのは、今回では2度目になります。早
いもので令和4年12月30日に那須の施設
に来て那須での生活を９カ月過ごし、昨
年の9月27日に野木の施設に来てダルク
での生活が１年を過ぎました。今思うと
那須１ｓｃに初めて来た時は、施設に来
る前から怖い人たちの集まり、社会不適
合者と軽別した目で入寮しましたがいざ
入寮して一緒に生活をしてみると自分が
思っていた人達とはまるで違い、料理、
洗濯、清掃といった生活の基本である事
を皆が協力仕合い助け合ってこなしてい
る事に驚きました。考えてみると外で一
人暮らしをしていた自分よりも自立して
いる様に見え正直、自分に出来る不安に
もなった時もありましたが、入寮して１
カ月でサポートの役割をやらせてもらえ
る様になりました。初めは料理のメ
ニュー決めや、キッチンに入るのが苦手
でしたが、先行く仲間や相方に助けても
らい少しずつですがサポートの業務にや
りがいが持てるようになりました。そし
て入寮してから4ヶ月経ち、サポートか
らリーダーへと上がらせてもらいまし
た。リーダー業務は自分が思っていた以
上に忙しく自分の事もまともに出来ない
のに仲間の手助けをする事なんて自分に
は無理だと精神的に不安定になり、少し
昔の自分が出てきてしまい、アルコール

に手を出しました。朝早くに起き薄暗い
中、お酒を買いにコンビニまでの道の途
中何度も自分は何をやっているんだろう
と思い引き返そうとともしましたが、そ
の時は早くお酒を飲んで楽になりたいと
言う気持ちが先行してしまい引き返すこ
とは出来ませんでした。コンビニに着い
てアルコールを買い3本を一気飲み、フ
ラフラな状態で施設に戻り居間に着いた
ところですぐにチーフにバレました。そ
の時は怒られると思いましたがチーフも
施設長もアディクトなんだからスリップ
しても仕方ない次やらなければいいんだ
と笑って許してくれました、居間に戻る
と仲間達からも前向きな言葉をかけても
らいその時初めて皆、欲求と戦っている
仲間達だと思い涙がでました。正直、那
須の仲間と離れるには嫌でしたが自分に
は待ってくれている子供、両親がいるの
で少しでも前に進まなきゃいけないと言
う気持ちで野木２ｓｃに来ました。それ
と同時に仲間の優しさに甘える事なく、
野木でのプログラムをきちんとこなし過
去の棚卸をしっかりと行い今まで迷惑を
かけた様々な人達に自分の回復した姿を
早く見せたいので、野木での生活を一日
一日大切にし、確実に前に進める様に、
先行く仲間、これから出会う仲間達を見
習い、自分も前向きな気持ちで頑張りま
す。これからは未来に向けて努力し、今
まで仲間の力で乗り越えられましたがこ
れからは自分の力で乗り越えて行きたい
と思います。 

2nd Stage 
～回復～ 

2nd StageCenterは、 
回復の中心を担っていま
す。 
ある程度のクリーンを
持ったメンバーが、各々
のプログラムを深める時
期にあたるので、過去を
正しく振り返ること・メ
ンバー同士の関わり方な
どをグループワークに参
加しながら試行錯誤して
自身の回復につなげてい
ます。 
回復を確かなものにして
いくための重要な時期を
この施設で過ごしていま
す。 

 　「仲間」  
 　依存症のテラチン
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3rd Stage 
～社会復帰～ 

3rd StageCenterは、社会復帰
間近の回復後期・社会復帰期を
担う施設です。1st StageCenter
で断薬を目的として規則正しい生
活や体力回復をし、2nd 
StageCenterで個々のプログラ
ムを含めて過去の整理や人間関
係の作り方を学んだメンバーが、
実際の社会に近い環境で社会性
の獲得と、健全な家族及び人間
関係を身につけてもらう事を目
的としたプログラムを組んでいま
す。本人の責任において生活する
ために起床、就寝などの時間も特
に設けず、職場に出勤するのと同
じようにプログラムの開始時間
も設定しています。主体性を強化
して社会復帰の準備を行う場所で
す。 

　本当に長いご無沙汰いたしました。幾
度となく認めようと思い立ながら、その
度に断念してしまいました。全く不甲斐
無いことでした。お許しください。お二
人ともいかがお過ごしですか。お変わり
ございませんか。 
　４年もの歳月が流れたというのに、変
わらないと言うほうがおかしいかもしれ
ませんね。 
ですが、唯唯お元気にお暮しのこと、
願ってやみません。そして私の生活に関わ
る常日頃の御尽力、恐縮至極で言葉も有
りません。本当に有難うございます。 
　さて、そんなお二人の御助力に今の私
は確と応えられているでしょうか。手紙を
書けなかったのは、その辺りに原因があ
るのでしょうか。そうかもしれません。
入寮して間もなく、私の中には、ギャンブ
ルアディクションと難病という二つに治り
難い病気があるのだと覚悟しました。入
寮後一年程の間、難病は七色の症状で私
に襲いかかり、ベッドに沈ませ不安は涙
まで呼ぶ始末。そんな中から自分が体得
したのは「痛みも不快もずっと留まるわけ
ではない」という経験則。とここまで書
いて、また始まったと思ったのは、私だ
けではなく姉さん達も同感なのではない
でしょうか。「こんなのは入寮前の自分
と何がどう違うというのだろう」と。入
寮前、入寮後、そして今でも聞こえてくる
のは「あんたが体調不良に弱いってのは
解ったよ」「他人の痛みなんぞ分からね
えよ」せいぜい、こんな声だけだ。ただ
以前と違うのは、その声がはっきりと感
じられることだ。自分に達成できないこ
とは何でも、自分の体調不良の所為にす
る。これだね、ギャンブルにも同様の影を
もたらしている。体調不良を、ギャンブル

に向かわせる第一のトリガーとして肯定
し、納得し、さらに逃げられないものを
自分で認定しているのだ。本当に困った
ものです。自分のギャンブルアディクショ
ンばかりではなく、心の有様や生き方に
さえもかかわってくるコイツを、どうにか
諌めていこう。そう思います。それこそが
昔も今も変わらない自分の課題であると
確信しました。手紙を書いて本当に良
かった。 
　それから、この先の事を話しましょ
う。どの位先の事になるか分からないで
すが、こちらを退寮する時には必ずやっ
てきます。私の、そして兄さん達が愛する
故郷の地に戻る事になった時、その大分
変わったしまったその地をどんな思いで
眺め渡す事でしょう。長い間、まるで
パッと消えて居なくなった死人と同様
に、ある日突然社会的存在を放擲してし
まった私が、また自分の居場所を求めて
舞い戻るのですから、大変なことになる
でしょう。その時、三方から街を包み込
むように連なる小高い山々、幼い事登っ
た山々、そりて自分を色々な所へ誘ってく
らた優しき道たち、その皆が私を暖かく
迎えてくれるでしょうか。そしていつか本
当に、兄さん達や兄や弟等と、同じ土の
上でしっかり踏ん張って立てる日が来る
のでしょうか。それを脳裏に思い描きな
がら、私の塒２段ベットの下でペンを置
きます。 

  

　　「手紙書いてみました」   

依存症のサラー 

3
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Community Farm 
～農業～ 

栃木ダルクに通うメンバーの中に
は通常のプログラムが適さない方
も少なくありません。CF (コミュ
ニティーファーム)では、薬物依存
症以外にも社会復帰を目指した際
に問題（高齢である・重複障害が
ある）を抱えたメンバーがゆっく
りと自分なりの回復を深めて、そ
れぞれの社会復帰の形を探っても
らうための場所です。他の男性施
設とは違い、テキストを使ったプ
ログラムも少なく、ステージ毎に
居場所を変える事もありません。 
農作業やボランティアなどを活動
の中心にしています。金銭管理や
処方薬の管理、家族の再構築など
基本的な部分に時間をかけて丁寧
に社会復帰の準備を行なっていま
す。 

「振り返り」 
  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　依存症のスズ 

皆さんこんにちは。まだまだ寒い日が
続きますが、体調管理などどうしています
か！？僕は寝る30分位前には、布団に入
るようにしています。後は厚着をしていま
す。プログラム自体が農作業なので厚着し
ていないと外での農作業は、寒くて仕方な
いです。この時期の那珂川のプログラム
は、春菊の収穫、出荷がメインとなってい
ます。去年より2畝少ないので収穫量は、
少し減っています。来年の冬場は何か違っ
た野菜が作りたいなぁ～なんて思ったりも
しています。 
　さて、ここから本題に入りたいと思いま
す。今から7年前僕は、福島県にある刑務
所に居ました。ちょうどこの頃で、刑務所
の中の舎房はとても寒いし中は汚いしトイ
レの蓋は割れているし、刑務所ってこんな
所なのだなって感じがして嫌気が差しまし
た。でも受刑者の皆はとても元気な人たち
ばかりでした。僕は、一人の受刑者と仲良
くなりました。その人は刑務所の暗黙の
ルールとか色々教えてくれました。ちなみ
に刑務所は6回目って言っていました。僕
の移送の日、舎房を出たとき窓越しにコブ
シを握り締めて僕に突き立ててきました。
口元は頑張れよって言っていました。思わ
ず涙がこぼれ落ちそうになりました。 
　それから、僕は、栃木県にある刑務所
で、2年2ヶ月間、服役することになりまし
た。福島県の刑務所と違って栃木の刑務所
はとても舎房が綺麗なのです。ここなら2
年位頑張れるかなぁ～とか思いながら、い
ざ毎日生活してみるとわからない事だらけ
だし、変なルールはあるし作業中脇見をし
て連行される受刑者はいるし何か変な所だ
とか思ったけど、少しワクワクとかドキド

キがあって刺激的な所だなと思いました。
僕は、工場でボールペンの組み立てと検査
をしていました。皆は詰まらないとか言っ
ていましたが、僕は地味な単純作業が好き
なので、特に検査には、力を入れていまし
た。その担当してくれた先生も大変お世話
になりました。担当先生は、朝の朝礼でこ
んなことも言っていました。「私は北極星
のような一番に光り輝く人間になりたい
と。」僕もその時こう思いました。刑務所
の中で「1種1類になりたい」と、、、。結
局僕は、2種B2類で止まってしまいまし
た。あと、刑務所でやったことといえば、
職業訓練ですかね。僕は、情報処理技術科
を受けることができました。約半年間ワー
ド、エクセル、パワーポイントの基礎を習
いました。そのおかげで、タイピングや軽
い表やグラフなどは、簡単にできるように
なっています。欲を言えばもう少し色んな
事ができればいいのかと思います。このと
きお世話になった工場の担当先生にも大変
お世話になりました。一度だけ怒らせてし
まったことがあり、きつく訓示を受けまし
た。要は、同じ居室で生活している受刑者
とふざけていて、警備隊に注意された事で
す。ほんの悪ふざけのつもりだったのです
が、話がだんだん大きくなってしまいまし
た。慣れというのは怖いもので、刑務所で
も住めば都になってくる感覚、結局どこに
いても一緒かなんて思ったりもする。社会
から離れて約8年、、、早く社会復帰した
いですね＾＾ 
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Peaceful Place 
～女性～ 

PP(ピースフル・プレイ
ス）は女性専用の施設
です。ファースト・セカ
ンド・サードの全過程
を同じ場所で過ごしな
がら、それぞれの回復
を進めていきます。女
性依存症者の多くは、
それまで生きてきた背
景に様々な問題を抱え
ています。生きるため
の道具だったアディク
ションを手放していく
とき、経験を共有し合
える仲間が小さな安心
感を積み重ねてくれま
す。その安心感が私た
ちを自己否定ではなく
自己受容という形に変
えてくれるのです。安全
を感じながら回復を進
めていくことができる
場所とプログラムを提
供すると共に、自分を
大切にする生き方を身
につけてくれるように
願いながらサポートを
続けていきます。 

「今を生きる」 

                                                                            依存症のミサキ

  三度目のニュースレターを書かせて頂く
ことになりました、依存症のミサキです。
今回は最近の自分について書いていこうと
思います。 
　まず最近の出来事ですが、女性施設が
移動になり、全員で引っ越しをしまし
た。私は判断力や決断力に欠いているの
で、指示を出すのが大変だったのと、慣
れない環境での生活が単純に苦しかった
のを覚えています。仲間の退寮も重なって
ショックも大きく、気持ちの切り替えの
出来ない中で環境も生活の流れも変わっ
て、今でも落ち着かない自分がいるのを
感じています。ぼんやりと「何かいいこと
ないかなあ」と考えることが増えまし
た。待っているだけでは何も変わらないこ
とは分かっていたはずですが、自分から動
く気力がありませんでした。この頃気付
いたのが、自分はやる気がない時に気合
いで乗り切っているということだったの
で、そのどちらもない自分を持て余しても
いました。 
　基本的にネガティブで暗い考えが止ま
らない私ですが、引っ越して良かったこと
もあります。本部の犬と遊ぶ機会が増えた
り、移動時間がなくなって時間が増えたり
したことです。本部の方と話をすることも
増えて、役割への不安を解消してもらうな
ど、直接サポートしてもらうことも増えま
した。施設でのいろんな出来事で不安が
大きくなり動揺し、退寮を心に決めてし
まった時も、仲間や施設長、職員の皆さ
んが支えてくれてなんとか踏みとどまるこ
とが出来ました。 
　回復は誰かのためだけにするものでは
なく、自分自身のために始めなければい
けないと感じました。今もまだ退寮した
い気持ちがありますが、「一ヶ月くらい

頑張ってからまた考えよう」と、今日だけ
を生きるつもりでやっていこうと思いま
す。頑張るのをやめて、とりあえずやって
みよう、今だけを考えようと意識を変えて
いきたいです。先行き不安を膨らませて何
もかも手放そうとする考え方を変えるよ
う伝えてくれた施設長のメッセージを私は
忘れずにいたいと思います。 
　最近の自分の取り組みは、正直になる
ことです。ミーティングを含め、プログラ
ムでも生活の中でも嘘はつかないよう意
識しているものの、言いたくないことを言
わない棚卸しで誤魔化しているだけでし
た。分かっていても直せなかったところな
ので、今は積極的に正直な棚卸しにチャレ
ンジしています。それによって、つらいこ
とを思い出して苦しい気持ちになる反面、
やっと自分のことを見つめ直すことがで
きた、という気持ちにもなりました。意
味のないプログラムがないように、やり
慣れていないことややりたくないことで
も、取り組むことで自分に良い結果がつ
いてくると実感できました。 
　今の私は不安定であまり前向きに努力
が出来ない状態です。でもまずはそんな自
分を受け入れて認めて、仲間やプログラム
を、また、ここまでプログラムを生きて
きた自分を信じたいと思っています。 
　私の課題はまだ山積みです。でも、課題
が見えているうちは取り組むことができる
という意味なので、あとは少しずつやって
いくだけだと思っています。ネガティブで
も、不安定でも、それでも生きていくこと
を選んでいる自分を私は大切にしていきま
す。 
　ここまで読んで下さってありがとうござ
いました。 
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施設報告 
1st(導入）9名　2sc(回復）13名　3sc(社会復帰）
18名　計45名で活動しております。 
ステージ毎のプログラムを実施しております。 

 　 

Stage up 
・該当者なし 

Role Model 
　•ヒコ　リーダー～チーフへ 
　•カズ　サポート～リーダへ 
　•まぁちゃん  メンバー～サポートへ 
PP 
　・該当者なし 

1月にステップアップした仲間3 Stage System 
の概要 

AAや NAなどの自助グルー
プの12ステップを基に、意
味を抽出したものを３段階に
わけ、Stage１～３を最短１
２ヶ月で行います。 
Stage１ 
①認める②信じる③まかせる
ことを通じて、自分のアディ
クションの問題を認め、助け
てくれる存在を信じ、回復プ
ログラムに自分の回復を任せ
るという導入の部分を行いま
す。 
Stage２ 
①過去の整理②本質を探る 
③欠点を取り除く④手放す 
⑤準備する　これまでの問
題の分析をし、自分の問題
の本質を探り、アディクショ
ンに繋がる部分を取り除
き、自らの問題を手放し、
社会の有用な一員となる準
備をしてもらいます。 
Stage３ 
①行動の変化②実行し続ける 
③配慮④継続として、これま
で行ってきたStage１、２の
プログラムを踏まえ、どのよ
うに行動を変化させていく
か、それを実行し続けるには
どうしたら良いか、また他者
とのコミニュケーションはど
のようにするか、これまで
行ってきたことを社会の中で
実践し続けていくには何が重
要かを見出していきます。 

1月の献金・献品

7

（献金）那須トラピスト修道院様　他匿名者3名　 
（献品）匿名者7名 
　とても助かっております。栃木ダルク一同感謝しています。 

献品のお願い 
・日用品、家電一式、原付バイク、自転車、その他自立して使用できるもの　　　 
　があればよろしくお願いします。 
・1st StageCenterからソフトボール用品、スノーボード用品あれば 
　よろしくお願いします。 
・CFから農機具関係（草刈機、農作業用品、トラクター）等あればよ 
　ろしくお願いします。 
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　　　今月活動予定
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　　　2月 

2日　栃木DARC 創立記念日 

3日　家族教室　再乱用防止教育事業 

5日　東京保護観察所プログラム 

7日　再乱用防止教育事業県北 

10日　令和５年度栃木DARCセミナー 

13日　宇都宮保護観察所プログラム 

14日　鹿沼市立東中学校講演 

15日　再乱用防止教育事業県庁 

20日　再乱用防止教育事業県南 

21日　岡本台病院プログラム 

22日　喜連川社会復帰促進センター薬物依存離脱指導 

　　　再乱用防止教育事業栃木県精神保健福祉センター 

　　　宇都宮保護観察所プログラム 

24日　心理教育・家族教育ネットワーク 

25日　心理教育・家族教育ネットワーク 
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